
　

罪
の
部
分
と
言
わ
れ
れ
ば
、
漢

字
を
忘
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
、

書
け
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
も
主

要
な
罪
の
部
分
で
は
あ
る
。
そ
れ

に
も
増
し
て
罪
な
の
は
、
個
性
あ

る
手
書
き
文
字
で
本
人
と
認
識
で

き
な
い
の
で
、
や
た
ら
パ
ス
ワ
ー

ド
と
か
、
Ｉ
Ｄ
（
ア
イ
デ
ィ
）
と

か
の
登
録
が
多
い
点
で
あ
る
。
そ

の
パ
ス
ワ
ー
ド
と
か
、
Ｉ
Ｄ
が
分

か
ら
な
け
れ
ば
、
本
人
と
し
て
認

め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
本
人

が
目
の
前
に
い
る
で
は
な
い
か
と
、

大
声
で
怒
鳴
っ
て
み
て
も
何
も
動

か
な
い
社
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

た
ま
に
は
離
れ
た
生
活
も

　

そ
れ
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
ホ
ン
に
情
報
や
生
活
を
頼
っ
て

い
る
と
、
一
旦
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

た
時
に
は
、
そ
の
情
報
機
器
に
関

連
す
る
こ
と
は
、
何
も
動
か
な
い

社
会
を
も
意
味
し
て
い
る
。
一
、

二
年
前
に
な
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
に

教
育
事
情
視
察
し
た
時
に
、
彼
の

国
で
は
子
ど
も
た
ち
に
文
明
社
会

の
道
具
を
使
わ
な
い
一
週
間
以
上

の
野
外
生
活
を
義
務
付
け
て
い
る

こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　

私
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
あ
く
ま
で
、
私
た
ち
の

生
活
を
便
利
に
す
る
道
具
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
原
稿
を
書

き
な
が
ら
考
え
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

（
世
連
石
川
理
事
、
羽
咋
市
）

ら
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
。

手
書
き
文
字
か
ら
画
一
さ
れ
た
活

字
文
字
に
な
り
、
文
字
か
ら
個
性

が
消
え
た
時
代
の
始
ま
り
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
う
。

登
録
が
な
い
と

　
　
　

動
か
な
い
社
会

　

と
こ
ろ
で
現
在
、
超
小
型
パ
ソ

コ
ン
と
携
帯
電
話
が
一
体
と
な
っ

た
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
が
普
及
し
て
い

る
。
羽
咋
で
あ
っ
て
も
、
東
京
で

あ
ろ
う
と
も
、
電
車
の
中
で
は
学

生
は
い
う
に
及
ば
ず
多
く
の
人
が
、

小
さ
な
画
面
と
に
ら
め
っ
こ
し
て

い
る
の
を
見
か
け
る
。

　

こ
れ
ら
を
使
う
こ
と
に
よ
る
功

罪
の
功
を
と
言
わ
れ
れ
ば
、
情
報

交
換
の
便
利
な
道
具
で
あ
り
、
音

楽
で
あ
れ
動
画
で
あ
れ
、
メ
ー
ル
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ラ
イ
ン
等
々
、

枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
あ
る
。

か
か
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
漢
字
の

文
字
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
そ
の
数
年
後
、
ワ
ー
プ
ロ

専
用
機
が
普
及
し
始
め
た
頃
で

あ
っ
た
。

　

ワ
ー
プ
ロ
機
は
、
事
務
連
絡
の

文
章
な
ど
、
個
性
を
必
要
と
し
な

い
役
所
に
た
ち
ま
ち
普
及
し
た
。

　

し
か
し
、
手
書
き
の
文
章
と
違

い
、
そ
の
文
章
は
誰
が
作
っ
た
文

章
か
、
本
人

の
ハ
ン
コ
で

も
押
さ
な
い

か
ぎ
り
分
か

個
性
が
消
え
た
時
代
へ

　

私
に
は
、
今
年
三
十
歳
に
な
っ

た
娘
が
い
る
。
そ
の
娘
が
一
歳
を

過
ぎ
た
頃
だ
ろ
う
か
、
パ
ソ
コ
ン

の
前
に
座
ら
せ
て
撮
っ
た
色
あ
せ

た
写
真
が
あ
る
。

　

当
時
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
今
と
比

較
で
き
な
い
く
ら
い
性
能
が
悪
く
、

ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
作
業
に
時
間
が

2013年（平成25年）2月1日（4）第 48 号 世 界 連 邦 石 川文　　　化

7
・
1

8
・
1

8
・
1

9
・
14

10
・
11

10
・
18

10
・
26

11
・
8
〜
14

11
・
10

12
・
7

事
務
局
日
誌
（
12
）

世
連
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
募
集
始
ま
る

「
世
界
連
邦
石
川
」第
47
号
発
行

北
陸
愛
善
会
支
部
長
に
上
山
桂

樹
氏
選
任
届
け

執
行
理
事
会
。平
口
理
事
長
出

席（
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
）

世
連
石
川
県
連
理
事
会（
ア
ト

リ
オ
４
階
）

石
川
県
連
の
世
界
連
邦
推
進
小

中
学
生
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
会（
石
浦
神
社
）

執
行
理
事
会
。平
口
理
事
長
出

席
。（
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
）

ポ
ス
タ
ー
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

県
内
優
秀
作
品
を
展
示（
香
林

坊
ア
ト
リ
オ
２
階
）

石
川
県
連
秋
の
講
演
会
と
ポ
ス

タ
ー
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式（
金
沢
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東

急
５
階
）。講
師
は
木
戸
寛
孝
世

界
連
邦
運
動
協
会
常
務
理
事
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
連
邦
21
世
紀

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表

執
行
理
事
会
。平
口
理
事
長
出

席（
千
代
田
区
立
日
比
谷
図
書

文
化
館
）

編
集
後
記

　

年
２
回
発
行
し
て
い
る
こ
の
会
報
の

製
作
を
、
第
29
号
か
ら
、
前
任
の
故
橋

爪
義
守
さ
ん
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
て
10

年
目
に
な
る
。
早
い
も
の
で
感
慨
無
量

で
あ
る
。
近
時
、
若
い
人
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
た
い
気
持
ち
が
募
る
ば
か

り
。
世
界
連
邦
運
動
は
、
足
元
と
先
行

き
を
両
に
ら
み
し
な
が
ら
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
足
元
の
課
題
の

一
つ
は
、
若
い
世
代
と
ど
う
結
び
つ
い

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
今
号

は
、
そ
ん
な
課
題
を
考
え
さ
せ
て
く
れ

る
材
料
が
揃
っ
て
い
る
。
（
Ｓ
）

写真「さんしゅゆ（山茱萸）」 中谷 はじむ（金沢市・世連石川会員）
　昨秋、卯辰山公園健康交流センター千寿閣で開かれた中谷は
じむ写真展「色あざやかな秋を撮る」から。 金沢市兼六園で撮影
したもので、 ここには「さんしゅゆ」は一本しかないという。

俳
句　

冬
の
日

中 

村 

な
づ
な

（
俳
人
・
金
沢
市
＝
世
連
石
川
会
員
）

高
層
の
宴
も
か
き
消
ゆ
北
し
ぶ
き

神
渡
し
と
ぼ
そ
い
つ
し
か
開
い
て
を
り

出
し
抜
け
に
地
鳴
り
し
て
く
る
冬
の
雷

盤
上
の
碁
石
ゆ
る
ゆ
る
冬
の
雷

か
じ
け
猫
か
た
ち
ぐ
の
目
を
し
て
を
り
ぬ

日
あ
た
れ
ば
猖
々
木
も
遊
び
初
む

思
い
が
け
ぬ
高
さ
に
あ
り
て
冬
さ
う
び

便
利
の
道
具
、だ
が
頼
り
過
ぎ
ず

便
利
の
道
具
、だ
が
頼
り
過
ぎ
ず

〜
パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
生
活
の
功
罪
〜

遠

藤

正

博

石
川
県
青
少
年
健
全
育
成
指
導
員
連
絡
会
副
会
長


